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本
論
は
、
昭
和
初
期
に
春
山
行
夫
が
提
示
し
た
純
粋
詩
と
い
う
用
語
の
含
む
意
味
と
意
図
を
、
同
時
代
文
脈
と
の
関
わ
り
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

1

春
山
行
夫
は
、
昭
和
初
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
（
1
）
が
論
じ
ら
れ
る
際
に
、「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
旗
手
」
と
い
っ
た
呼
称
（
2
）
の
元
で
、
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
詩
人
、
評
論

家
で
あ
る
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）、
安
西
冬
衛
、
飯
島
正
ら
十
名
の
同
人
と
『
詩
と
詩
論
』（
厚
生
閣
書
店
）
を
創
刊
し
（
3
）、「
純
粋
詩
」
と
い
う
概
念
を
軸
に
「
新
し

い
詩
」「
新
精
神
」
を
揚
言
す
る
場
を
設
け
、
萩
原
朔
太
郎
を
始
め
と
し
た
既
成
の
詩
壇
に
対
し
、
挑
発
的
な
言
辞
を
繰
り
返
し
た
。
春
山
は
意
図
的
に
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の

名
に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
た
な
詩
の
潮
流
を
詩
壇
に
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
た
（
4
）。

一
方
で
、
そ
の
詩
や
評
論
に
対
す
る
評
価
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
。
澤
正
宏
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（
5
）
は
、「
極
め
て
単
純
に
形
態
化
さ
れ
た
発
展
的
、

分
類
的
な
近
代
詩
史
観
」
に
基
づ
く
う
え
に
、「
個
に
と
っ
て
詩
の
必
然
性
を
空
洞
化
さ
せ
」
る
こ
と
を
意
図
し
な
が
ら
、「
詩
は
何
故
自
我
を
内
容
と
し
て
は
い
け
な
い
の

か
」
と
い
う
「
詩
史
的
な
問
い
に
答
え
得
る
詩
の
論
理
」
が
欠
け
て
い
る
と
す
る
。
近
代
詩
史
に
対
す
る
理
解
の
浅
さ
、
議
論
の
説
明
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
6
）。
ま

た
、
当
時
春
山
に
名
指
し
で
批
判
さ
れ
た
萩
原
朔
太
郎
は
、「
春
山
君
の
如
き
衒
学
的
の
詭
弁
者
流
を
初
め
か
ら
真
面
目
の
相
手
と
し
て
議
論
し
よ
う
と
思
つ
て
ゐ
な
い
」

（「
春
山
行
夫
君
に
応
ふ
」『
オ
ル
フ
ェ
オ
ン
』
第
六
号
、
一
九
二
九
・
六
）
と
切
り
返
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
原
一
郎
『
現
代
詩
の
諸
問
題
』（
興
文
社
、
一
九
三
七
・
九
）
の

よ
う
に
、
春
山
行
夫
の
純
粋
詩
理
解
を
批
判
的
に
論
じ
た
例
も
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
論
理
的
欠
陥
を
含
み
な
が
ら
も
、
多
く
の
同
調
と
反
発
を
生
み
出
し
た
春
山
行
夫
の
言
説
は
（
7
）、
む
し
ろ
同
時
期
に
詩
壇
の
中
心
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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衒
学
的
な
文
章
で
人
を
惹
き
つ
け
、
独
特
の
挑
発
的
な
態
度
で
反
発
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
春
山
の
言
説
は
、「
純
粋
詩
」
な
ど
用
語
の
選
択
が
時
宜
に
適
い
、
論
敵
の
選

択
が
耳
目
集
め
る
に
足
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
本
論
で
は
、
春
山
の
「
純
粋
詩
」
を
め
ぐ
る
言
説
の
意
図
お
よ
び
、
同
時
代
文
脈
と
の
関
わ
り
を
、『
詩
と

詩
論
』
第
一
冊
を
中
心
に
読
解
し
て
み
た
い
。

2

『
詩
と
詩
論
』
第
一
冊
（
一
九
二
八
・
九
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
春
山
行
夫
「
日
本
近
代
象
徴
主
義
詩
の
終
焉　

萩
原
朔
太
郎
・
佐
藤
一
英
両
氏
の
象
徴
主
義
を
検
討
す
」
は
、

日
本
に
つ
い
て
、
象
徴
主
義
を
取
り
入
れ
、
積
極
的
に
詩
作
を
重
ね
た
国
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。「
近
代
の
文
学
的
潮
流
に
棹
さ
す
国
に
あ
つ
て
、
我
国
程
、
象
徴
主

義
の
歴
史
過
程
を
如
実
に
記
録
し
た
も
の
は
な
い
。」
ま
た
、
象
徴
主
義
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
エ
ド
ガ
ー
・
ポ
ー
以
来
の
「
近
代
の
純
粋
詩
の
伝
統
」
を
な
す
も
の
で
あ

り
、「
今
世
紀
の
黎
明
期
へ
か
け
て
、
全
世
界
の
文
学
界
を
風
靡
し
た
」
か
ら
だ
と
い
う
。

冒
頭
よ
り
「
純
粋
詩
」
と
い
う
概
念
が
、
象
徴
主
義
を
意
義
づ
け
る
用
語
と
し
て
登
場
す
る
。
た
だ
し
、
象
徴
主
義
は
近
代
純
粋
詩
の
一
過
程
で
し
か
な
い
、
と
い
う
の

が
、
春
山
の
歴
史
的
位
置
づ
け
で
あ
る
。「
華
や
か
な
象
徴
主
義
に
芽
生
え
た
近
代
の
純
粋
詩
は
、
慥
か
に
純
粋
抒
情
詩
の
一
路
を
分
離
し
て
、
心
理
的
或
ひ
は
生
理
的
な
、

象
徴
そ
れ
自
身
の
反
純
粋
性
の
な
か
に
、
徐
々
と
し
て
そ
の
気
息
を
絶
つ
た
と
も
い
へ
よ
う
。」
象
徴
詩
の
反
純
粋
性
の
例
と
し
て
、「
明
智
の
平
明
と
晴
朗
を
尊
ぶ
純
粋
詩

の
行
く
べ
き
精
神
そ
れ
自
身
の
世
界
で
な
し
に
、
情
調
と
呼
ぶ
肉
体
の
壁
、
官
能
の
目
に
採
り
い
れ
た
」
と
い
う
「
マ
ラ
ル
メ
一
派
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
春
山
行
夫
の
言
う

純
粋
詩
は
、
情
調
に
流
さ
れ
な
い
、「
主
知
」
的
な
態
度
を
基
調
と
し
た
詩
精
神
の
表
れ
で
あ
る
。

同
様
の
歴
史
観
に
基
づ
き
、
日
本
の
象
徴
詩
も
ま
た
、
全
盛
期
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
大
正
期
の
、
三
富
朽
葉
、
佐
藤
一
英
、
日
夏
耿
之
助
、
萩

原
朔
太
郎
を
、「
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
が
全
人
的
に
芸
術
創
作
し
た
が
故
に
、
ポ
ー
の
遺
産
た
る
純
粋
詩
の
正
統
を
受
け
継
い
だ
最
初
の
一
人
で
あ
る
と
述
べ
た
と
お
な
じ
理
由
」

に
よ
っ
て
、「
あ
る
角
度
に
於
け
る
日
本
近
代
詩
の
正
統
的
象
徴
主
義
詩
人
」
と
位
置
づ
け
る
。
象
徴
主
義
に
お
け
る
純
粋
詩
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
象
徴
主
義
の

限
界
に
突
き
当
た
っ
た
詩
人
と
す
る
の
だ
。

三
富
、
佐
藤
の
象
徴
主
義
を
「Cubi-sym

bolism
e

」
傾
向
、
日
夏
、
萩
原
を
「Ego-sym

bolism
e

」
傾
向
と
位
置
づ
け
、
佐
藤
が
「
次
の
時
代
に
転
換
す
る
究
極
点
」

と
し
て
の
「
近
代
の
象
徴
主
義
詩
が
到
達
す
べ
き
完
璧
を
示
し
た
象
徴
詩
」
を
発
表
し
た
の
に
対
し
、
萩
原
は
、「
本
質
的
な
近
代
の
純
粋
詩
が
、
象
徴
主
義
の
仮
面
を
か

む
つ
て
展
開
し
つ
ゝ
あ
つ
た
と
こ
ろ
の
ポ
エ
ジ
イ
を
洞
察
す
る
」
こ
と
な
く
、「
世
紀
末
的
抒
情
に
」
拘
泥
し
「
破
産
」
し
た
と
す
る
。
象
徴
主
義
の
末
期
に
あ
っ
て
、
佐

藤
は
純
粋
詩
と
し
て
の
象
徴
主
義
を
完
成
さ
せ
た
が
、
萩
原
は
時
代
を
逆
行
し
て
、
象
徴
主
義
の
中
の
可
能
性
を
見
失
っ
た
と
い
う
の
だ
。Cubi-sym

bolism
e

は
「
ポ
エ
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ジ
イ
の
純
粋
故
に
完
全
す
る
」
が
、Ego-sym

bolism
e

は
、「
ポ
エ
ジ
イ
の
不
純
の
故
に
破
産
す
る
」
と
い
う
の
が
、
春
山
の
提
示
す
る
図
式
で
あ
る
（
8
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
象
徴
主
義
は
、
近
代
精
神
を
胚
胎
す
る
役
割
を
終
え
、
ポ
エ
ジ
イ
は
次
の
時
代
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
歴
史
認
識
を
春
山
は
提
示
す
る
。
大
正

期
に
「
象
徴
主
義
に
は
尠
か
ら
ぬ
心
酔
を
示
し
て
ゐ
た
」
春
山
に
と
っ
て
、「
象
徴
主
義
の
終
焉
」
と
い
う
題
名
は
、
そ
の
近
代
的
な
詩
精
神
の
実
践
を
評
価
す
る
と
同
時

に
、
そ
の
表
現
の
限
界
を
克
服
す
る
意
味
を
込
め
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。
象
徴
主
義
の
終
焉
の
次
に
は
、「
愉
快
な
ポ
エ
ジ
イ
の
飛
躍
」
が
あ
り
、「
新
し
い
ポ
エ
ジ
イ
の

曙
」
と
し
て
の
「
純
粋
詩
」
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

3

「
日
本
近
代
象
徴
主
義
詩
の
終
焉
」
は
、
純
粋
詩
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
明
確
に
定
義
づ
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
知
性
を
重
ん
じ
る
こ
と
、
情
調
と
は
距
離
を
置
く
こ

と
、
な
ど
の
特
徴
を
、
文
章
の
端
々
か
ら
拾
う
こ
と
が
で
き
る
程
度
だ
。
春
山
の
文
章
が
説
明
不
足
だ
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
同
じ
『
詩
と
詩
論
』
第
一
冊
に
は
、
中
村
喜
久
夫
訳
ア
ン
リ
・
ブ
レ
モ
ン
「
純
粋
詩
論
」
が
掲
載
、
外
山
卯
三
郎
「
現
代
の
海
外
詩
壇　

そ
の
詩
学
的
外
観
」

で
は
、
末
尾
に
「
純
粋
詩
派
（Poesie Pure

）」
が
紹
介
さ
れ
、
北
川
冬
彦
訳
ベ
ル
ナ
ア
ル
・
フ
ァ
イ
「
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
詩
の
現
状
（
一
九
一
六

―
一
九
二
五
）」
の

中
に
は
「
純
粋
詩
（
劇
と
音
楽
と
の
雄
弁
か
ら
識
別
さ
れ
た
）」
と
い
う
語
句
が
現
れ
る
。『
詩
と
詩
論
』
第
一
冊
の
読
者
は
、
純
粋
詩
を
理
解
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
文

章
を
参
照
す
る
だ
ろ
う
。「
現
代
の
海
外
詩
壇
」
を
読
む
か
ぎ
り
で
は
、「
純
粋
詩
派
」
は
、「
一
九
二
六
年
初
め
に
ア
ン
リ
・
ブ
レ
モ
ン
に
依
つ
て
主
張
さ
れ
た
も
の
」
で
、

同
時
代
フ
ラ
ン
ス
の
文
芸
思
潮
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、『
詩
と
詩
論
』
第
一
冊
に
掲
載
さ
れ
た
、
北
川
冬
彦
「
マ
ツ
ク
ス
・
ジ
ヤ
コ
ブ
の
散
文
詩
論
」
は
、「
一
つ
の
芸
術
作
品
の
価
値
は
何
に
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
そ
の

作
品
そ
れ
自
身
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
作
品
が
現
実
と
一
致
し
て
ゐ
る
か
に
関
は
ら
な
い
」
と
述
べ
、
芸
術
作
品
を
前
に
し
た
者
は
、「
何
ん
と
い
ふ
純
粋
」
と
い
う

言
葉
を
洩
ら
す
と
す
る
。
こ
こ
で
言
う
「
純
粋
」
は
、
現
実
か
ら
独
立
し
た
芸
術
的
価
値
を
指
す
用
語
で
あ
る
。

同
じ
く
『
詩
と
詩
論
』
第
一
冊
掲
載
の
、
外
山
卯
三
郎
「
詩
学
の
基
本
的
問
題
」
は
、「
過
去
の
時
」
を
扱
う
「
叙
事
的
（das Epische

）」
な
態
度
や
、「
過
去
の
時
を

現
在
に
見
る
」
想
念
を
対
象
と
す
る
「
戯
曲
的
（des D

ram
atische

）」
な
態
度
と
区
別
し
、「
現
在
の
時
」
を
対
象
と
す
る
「
抒
情
的
（das Lyrishe

）」
な
姿
勢
を
あ
げ
、

「
抒
情
詩
（Lyrik

）」
の
基
礎
と
な
る
自
己
感
情
を
「
純
粋
感
情
」
と
呼
ぶ
。「
叙
事
」
や
「
戯
曲
」
と
は
異
な
る
表
現
に
、「
純
粋
」
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
の
だ
。
こ

れ
ら
の
文
章
を
読
ん
だ
読
者
は
、
芸
術
の
「
純
粋
」
性
が
、『
詩
と
詩
論
』
同
人
の
共
有
す
る
問
題
意
識
だ
と
受
け
止
め
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
純
粋
詩
の
関
連
文
献
は
、『
詩
と
詩
論
』
に
断
続
的
に
掲
載
さ
れ
て
い
く
。
第
五
冊
（
一
九
二
九
・
九
）
に
は
、
伊
藤
整
訳
ハ
ア
バ
ア
ト
・
リ
イ
ド
「
純
粋
詩
」、
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第
九
冊
（
一
九
三
〇
・
九
）
か
ら
第
十
三
冊
（
一
九
三
一
・
九
）
ま
で
、
花
島
克
己
訳
ア
ン
リ
・
ブ
レ
モ
ン
「
純
粋
詩
に
つ
い
て
」
が
連
載
、
第
十
冊
（
一
九
三
一
・
一
）
に
、

秦
一
郎
訳
ポ
オ
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
イ
「
純
粋
詩
論　

―
講
演
の
た
め
の
ノ
オ
ト
―
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
純
粋
」
と
い
う
語
も
ま
た
、第
二
冊
以
降
引
き
続
き
各
々
の
文
中
に
現
れ
る
。「
純
粋
詩
は
か
く
し
て
言
葉
に
引
導
を
渡
す
。」（
佐
藤
一
英
「
現
代
詩
の
散
文
化
を
論
ず
」

第
二
冊
）。「
か
の
純ナ

イ
ー
ブ粋
な
人
間
及
び
少
年
に
は
悔
恨
が
微
塵
も
な
い
。」（
笹
澤
義
明
「
デ
ー
メ
ル
の
愛
に
就
い
て
」
第
二
冊
）。「
選
ば
れ
た
純
粋
性
を
固
守
す
る
人
間
が
多

く
の
形
態
で
彼
の
作
品
の
主
人
公
と
な
つ
て
ゐ
る
。」（
平
尾
貴
四
男
訳
フ
ラ
ン
ツ
・
デ
ュ
ル
ベ
ル
グ
「
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ゲ
オ
ル
ゲ
」
第
二
冊
）。
こ
れ
ら
「
純
粋
」
と
い

う
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
な
る
が
、
芸
術
か
ら
夾
雑
物
を
排
斥
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
共
通
す
る
。

春
山
は
『
詩
と
詩
論
』
第
一
冊
「
後
記
」
で
、『
詩
と
詩
論
』
が
「
わ
れ
〳
〵
十
一
人
の
同
人
の
支
持
よ
り
な
る
一
つ
の
主
導
機
関
」
で
あ
り
、「
今
日
の
ポ
エ
ジ
ー
を
正

当
に
示
す
」
も
の
だ
と
宣
言
す
る
。『
詩
と
詩
論
』
で
は
、
詩
壇
を
導
く
べ
き
、「
今
日
の
ポ
エ
ジ
ー
」
に
対
す
る
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
そ
の
問
題

意
識
が
、「
純
粋
」
と
い
う
語
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

4

「
純
粋
」
と
い
う
語
に
見
る
よ
う
に
、『
詩
と
詩
論
』
は
、
同
じ
用
語
を
採
り
上
げ
、
同
人
に
共
通
の
問
題
意
識
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
時
に
は
、
関
連
す
る
文
章
を

相
互
に
参
照
す
る
こ
と
を
求
め
、
註
記
に
引
用
し
た
。
阿
部
知
二
「
主
知
的
文
学
論
」（
第
五
冊
）
は
註
記
で
、
春
山
行
夫
「
日
本
近
代
象
徴
主
義
詩
の
終
焉
」
の
用
語
、

「Ego

」
と
「Cubi

」
の
対
比
図
式
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
吉
田
一
穂
「
天
馬
の
翼
に
就
て　

詩
の
方
法
と
展
開
」（
第
五
冊
）
は
註
記
で
、
エ
マ
ー
ソ
ン
、
ア
ン
リ
・

ル
ソ
ー
ら
の
名
前
と
並
べ
て
、
春
山
行
夫
「
三
富
朽
葉
小
論
」（
第
二
冊
）、
佐
藤
一
英
「
現
代
小
説
の
詩
化
を
論
ず
」（
第
四
冊
）
を
参
照
さ
せ
る
。

こ
れ
ら
註
釈
と
引
用
は
、
複
数
の
言
説
を
結
び
つ
け
、「
純
粋
詩
」
な
ど
、
議
論
の
中
心
と
な
る
用
語
を
、
多
角
的
に
照
ら
し
出
す
働
き
を
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
端

的
に
純
粋
詩
の
定
義
を
求
め
る
読
者
は
、
混
乱
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
読
者
が
、
複
数
の
主
張
を
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、『
詩
と
詩
論
』
で
現
在
進
行
す
る
論

究
の
過
程
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
。
春
山
は
『
詩
と
詩
論
』
の
「
内
容
が
総
括
的
、
半
記
録
的
性
質
を
多
分
に
帯
び
て
ゐ
る
」
と
す
る
（「
後
記
」
第
一
冊
）（
9
）。
註
記
の

中
に
は
、
容
易
に
参
照
で
き
な
い
海
外
の
文
献
も
あ
り
、「
衒
学
的
」（
萩
原
朔
太
郎
「
春
山
君
に
応
ふ
」
前
掲
）
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
註

記
は
、
海
外
の
「
今
日
の
ポ
エ
ジ
ー
」
と
つ
な
が
る
世
界
同
時
性
を
読
者
に
知
ら
し
め
る
案
内
で
あ
る
。「
今
日
の
ポ
エ
ジ
ー
」
は
『
詩
と
詩
論
』
で
、「
純
粋
詩
」
の
他
に
、

「
主
知
」「
詩
学
」「
ス
テ
イ
ル
」「
散
文
詩
」「
意
味
の
な
い
詩
」
な
ど
の
用
語
と
結
び
つ
け
て
論
じ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
春
山
行
夫
は
、
こ
の
『
詩
と
詩
論
』
の
言
説
が
交
錯
す
る
場
に
、
議
論
を
誘
発
し
よ
う
と
、
積
極
的
に
執
筆
者
を
批
評
す
る
。『
詩
と
詩
論
』
第
二
冊
掲
載
の
「
ポ
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エ
ジ
イ
と
は
何
で
あ
る
か　

―
高
速
度
詩
論
そ
の
一
―
」
で
は
、「
同
一
の
雑
誌
に
載
つ
て
ゐ
る
意
見
に
就
て
言
及
す
る
の
は
、
多
少
編
輯
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
越
権
で
あ

る
が
」
と
断
り
な
が
ら
（
10
）、
同
じ
第
二
冊
掲
載
の
、
佐
藤
一
英
「
現
代
詩
の
散
文
化
を
論
ず
」
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
散
文
詩
理
解
を
「
正
し
い
」
と
評
価
し
た
う
え
で
、

佐
藤
が
参
照
し
た
、
外
山
卯
三
郎
の
論
に
ま
で
話
を
広
げ
、「
歴
史
的
認
識
」
は
正
し
い
が
「
散
文
詩
と
い
う
訳
語
そ
の
も
の
を
無
批
判
に
対
象
と
し
た
点
に
於
て
は
、
不

備
と
い
ふ
外
は
な
い
」
と
批
判
し
た
。『
詩
と
詩
論
』
寄
稿
者
や
同
人
で
あ
っ
て
も
、
舌
鋒
を
緩
め
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、「
読
者
に
、
編
輯
者
と
し
て
の
立
場
を
も
明

に
し
て
誤
解
を
懐
か
し
め
な
い
だ
け
の
確
信
が
あ
つ
た
」
と
述
べ
る
。

春
山
は
、『
詩
と
詩
論
』
の
外
に
あ
る
、
既
存
の
詩
壇
に
も
批
判
の
矛
先
を
向
け
た
。「
旧
詩
壇
の
無
詩
学
的
独
裁
を
打
破
」
し
、「
わ
れ
〳
〵
が
詩
壇
に
対
し
て
か
く
あ

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
じ
る
と
こ
ろ
の
凡
て
の
も
の
を
、
実
践
す
る
に
あ
る
」
と
す
る
（「
後
記
」
第
一
冊
）。
春
山
の
批
評
が
、
既
存
の
詩
壇
に
対
す
る
実
践
的
な
行
動
で
あ

り
、
闘
争
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。「
日
本
近
代
象
徴
主
義
詩
の
終
焉
」
以
降
『
詩
と
詩
論
』
誌
上
で
続
く
萩
原
朔
太
郎
批
判
や
（
11
）、『
詩
と
詩
論
』
第
一
冊

掲
載
「
詩
人
協
会
評
議
委
員
並
に
年
間
編
纂
委
員
に
質
す　
「
詩
人
年
鑑
」
の
存
在
に
就
て
」
以
降
の
、
詩
人
協
会
批
判
は
、
そ
の
闘
争
の
最
た
る
も
の
だ
（
12
）。
既
存
の
詩

壇
を
代
表
す
る
両
者
は
共
に
、「
今
日
の
ポ
エ
ジ
ー
」
で
あ
る
「
純
粋
詩
」
に
適
わ
な
い
、
旧
態
の
思
想
と
し
て
批
判
さ
れ
る
。
春
山
は
「
今
日
」
と
い
う
概
念
に
よ
り
、
詩

壇
の
動
勢
を
歴
史
的
に
切
り
分
け
、
総
括
し
よ
う
と
す
る
の
だ
。

春
山
行
夫
は
、「
主
知
」
と
い
う
言
葉
で
詩
の
意
識
的
制
作
を
掲
げ
、「
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
が
ポ
オ
を
評
し
た
や
う
に
「
最
初
に
先
づ
詩
論
を
樹
て
、
そ
れ
か
ら
詩
作
」
し
て

ゐ
る
と
い
ふ
立
場
」（「
ポ
エ
ジ
イ
と
は
何
で
あ
る
か
」）
を
重
ん
じ
る
（
13
）。
詩
論
は
詩
作
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
い
う
の
だ
（
14
）。
詩
作
と
詩
論
を
一
体
と
見
な
す
思
考

は
、
こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
議
論
を
誘
発
す
る
姿
勢
に
反
映
し
て
い
る
。
春
山
の
詩
論
は
、
複
数
の
言
説
の
組
み
合
わ
せ
や
批
判
的
対
比
に
よ
り
、
理
路
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
た
。
一
つ
の
用
語
の
意
義
を
複
数
の
言
説
か
ら
照
ら
し
出
す
。
あ
る
い
は
、
あ
る
言
説
を
批
判
し
て
、
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
議
論
を
発
展
さ
せ
る
。
そ
れ
ら
言
説
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
、
い
わ
ば
「
編
輯
者
」
の
手
法
が
、
春
山
の
選
択
し
た
思
考
の
様
式
で
あ
る
（
15
）。
そ
の
手
法
ゆ
え
に
反
発
を
買
い
、
袂
を
分
か
つ
者
も
現
れ
る
が
（
16
）、

春
山
は
そ
れ
ら
を
「
清
算
」
し
、
自
ら
求
め
る
「
今
日
の
ポ
エ
ジ
ー
」
で
あ
る
「
純
粋
詩
」
の
在
る
先
へ
と
議
論
を
展
開
さ
せ
て
い
く
。

5

誌
上
で
議
論
が
進
行
す
る
『
詩
と
詩
論
』
掲
載
の
文
章
は
、
共
通
の
用
語
を
使
っ
て
い
て
も
、
そ
の
語
義
や
背
景
に
あ
る
主
張
が
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
外
山
卯
三

郎
「
現
代
の
海
外
詩
壇
」（
第
一
冊
）
は
、
ア
ン
リ
・
ブ
レ
モ
ン
に
よ
る
「
純
粋
詩
派
（Poesie Pure
）」
の
主
張
を
、「
詩
は
詩
の
た
め
に
存
在
す
る
も
の
に
し
て
、
理
性

は
詩
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
も
の
だ
と
す
る
。「
言
葉
を
換
へ
る
な
ら
ば
凡
そ
詩
歌
に
は
理
性
を
超
へ
、
イ
ネ
フ
ア
ブ
ル
を
絶
し
た
も
の
が
存
す
る
。」「
イ
ネ
フ
ア
ブ
ル
」
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（ineffable

）、
つ
ま
り
言
語
で
表
現
で
き
な
い
も
の
を
求
め
る
の
が
、
純
粋
詩
派
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
理
性
を
絶
し
た
「
純
粋
詩
」
は
、
春
山
行
夫
の
言
う

主
知
に
基
づ
く
「
純
粋
詩
」
と
は
異
な
る
も
の
だ
ろ
う
。

だ
が
原
一
郎
『
現
代
詩
の
諸
問
題
』（
前
掲
）
は
、
ブ
レ
モ
ン
の
神
秘
思
想
が
、
春
山
の
言
う
純
粋
詩
に
つ
な
が
る
も
の
と
見
て
い
る
。
春
山
は
「
ポ
エ
ジ
イ
論
」（『
詩

と
詩
論
』
第
五
冊
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
意
味
の
な
い
詩
を
書
く
こ
と
に
よ
つ
て
ポ
ェマ

マ

ジ
イ
の
純
粋
は
実
験
さ
れ
る
。
特
に
意
味
を
見
る
こ
と
、
そ
れ
は
詩
に
文
学

を
見
る
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。」
意
味
の
な
い
詩
は
、
ポ
エ
ジ
イ
の
純
粋
性
を
確
か
め
る
一
つ
の
基
準
と
な
り
得
る
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
を
引
い
て
、
原
は
批
判
す
る
。「
詩
の

純
粋
性
に
対
す
る
多
く
の
詩
人
の
謬
見
と
は
何
か
。（
中
略
）
彼
等
は
考
へ
る
、
純
粋
詩
に
於
て
理
知
の
活
動
は
不
純
で
あ
り
、「
意
味
」
は
夾
雑
物
で
あ
る
と
。」
つ
ま
り
、

外
山
の
言
う
純
粋
詩
の
求
め
る
「
イ
ネ
フ
ア
ブ
ル
」
へ
の
憧
れ
が
、「
意
味
」
を
不
純
な
も
の
と
見
な
し
、
排
除
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

春
山
が
主
知
を
揚
言
す
る
以
上
、
反
理
知
的
な
態
度
を
見
る
の
は
、
原
の
誤
読
で
あ
る
。
春
山
の
「
ポ
エ
ジ
イ
論
」
に
は
、
原
が
引
用
し
な
い
次
の
一
節
が
含
ま
れ
る
。

「
意
味
の
な
い
詩
は
意
味
を
与
へ
な
い
と
い
ふ
マ
イ
ナ
ス
の
文
学
の
方
法
の
適
用
に
す
ぎ
な
い
。（
中
略
）
書
か
れ
た
部
分
と
書
か
れ
な
い
部
分
と
は
、
書
く
部
分
と
、
書
か

な
い
部
分
の
謂
で
あ
る
に
外
な
ら
な
い
。」
つ
ま
り
「
意
味
の
な
い
詩
」
と
は
、「
書
か
れ
な
い
」
と
い
う
無
意
識
で
は
な
く
、「
書
か
な
い
」
と
い
う
意
図
に
基
づ
く
「
方

法
」
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
一
節
も
あ
る
。「
文
学
に
於
て
、
書
か
れ
た
部
分
は
単
に
文
学
に
過
ぎ
な
い
。
書
か
れ
な
い
部
分
の
み
が
初
め
て
ポ
ェマ

マ

ジ
イ
と
呼
ば
れ

る
。」
先
の
引
用
の
「
詩
に
文
学
を
見
る
こ
と
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
の
は
、
文
学
の
「
書
か
れ
た
部
分
」
に
の
み
注
目
す
る
読
み
方
を
指
す
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
既
に
思

惟
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
を
思
惟
す
る
は
た
ら
き
と
、
い
ま
だ
思
惟
さ
れ
て
ゐ
な
い
も
の
を
思
惟
す
る
は
た
ら
き
を
区
別
せ
よ
。」
と
い
う
一
節
も
あ
る
。
春
山
の
言
う
「
意
味
」

は
、「
既
に
思
惟
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
を
思
惟
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
す
で
に
常
識
と
な
っ
た
よ
う
な
既
存
の
思
考
で
あ
る
。

春
山
が
参
照
し
た
純
粋
詩
の
思
想
は
、
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
で
あ
る
（
17
）。
春
山
行
夫
「
純
粋
詩
と
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ム
」（『
世
界
新
興
芸
術
派
叢
書　

現
代
詩
講
座　

第

三
巻
』
金
星
堂
、
一
九
二
九
・
一
二
）
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
は
、「
文
学マ

マ

と
い
ふ
道
具
の
秩
序
あ
る
組
合
せ
」
に
よ
っ
て
、
詩
の
「
レ
ア
リ
テ
の
創
造
」「
レ
ア
リ
テ
の

認
識
手
段
」
が
成
立
す
る
と
論
じ
た
と
い
う
。「
彼
は
宇
宙
か
ら
人
間
が
獲
得
す
る
発
見
を
自
然
な
も
の
と
す
る
。
発
見
せ
ら
れ
た
も
の
は
元
来
か
ら
自
然
に
過
ぎ
な
い
も

の
の
中
の
、発
見
せ
ら
れ
な
い
例
外
で
あ
る
と
い
ふ
。」
自
然
に
は
、元
よ
り
存
在
し
て
い
て
も
、人
が
知
り
得
な
い
面
が
あ
る
。
そ
の
不
可
知
の
面
を
認
識
す
る
の
が
、ヴ
ァ

レ
リ
ー
の
方
法
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。「
更
に
発
見
と
い
う
こ
と
は
選
択
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
実
際
は
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
と
い
ふ
。」
自
然
の
認
識
は
、
文
字
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
事
後
的
に
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。「
さ
う
い
ふ
方
法
に
よ
つ
て
獲
得
さ
れ
る
レ
ア
リ
テ
を
、
純
粋
の
リマ

マ

ア
リ
テ
と
呼
び
、
さ
う
い
う
ふ
レ
ア
リ
テ
の

規
定
す
る
観
念
を
純
粋
詩
の
観
念
と
考
へ
る
こ
と
は
比
較
的
正
鵠
な
観
方
で
あ
る
。」（
18
）。
ヴ
ァ
レ
リ
ー
は
、
意
識
的
な
文
字
の
構
成
を
、
世
界
認
識
の
方
法
だ
と
す
る
が
、

そ
れ
は
純
粋
詩
の
方
法
と
見
な
し
て
良
い
と
い
う
の
だ
。

さ
ら
に
、「
ヴ
ア
レ
リ
イ
に
と
つ
て
は
超
自
然
な
こ
と
は
元
来
が
自
然
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
ブ
ル
ト
ン A

ndré Breton 

の
「
現
実
の
貧
困
に
つ
い
て
の
序
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論
」
と
一
致
す
る
。」
と
す
る
。
春
山
の
純
粋
詩
は
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
を
経
て
、
ブ
ル
ト
ン
に
至
る
の
で
あ
る
。
原
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
春
山
の
「
意
味
の
な
い
詩
」
と
し

て
の
純
粋
詩
は
、
超
越
性
を
目
指
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
言
葉
の
意
味
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
、
非
理
性
的
な
態
度
で
は
な
い
。
意
識
的
な
文
字
の
配
列

に
よ
り
、
世
界
認
識
の
仕
方
を
変
え
よ
う
と
す
る
、
理
知
的
な
態
度
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
態
度
は
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
に
淵
源
を
持
ち
な
が
ら
、
春
山
の
編
集
的
思
考
に
よ
り
、

他
の
現
代
精
神
と
複
合
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
春
山
の
思
考
に
お
い
て
、
純
粋
詩
の
思
想
に
対
す
る
唯
一
の
起
源
を
た
ど
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
純
粋
」
と
い
う

語
の
文
脈
が
含
む
範
囲
を
広
げ
、
当
時
の
新
興
芸
術
と
の
関
わ
り
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

6

春
山
は
「
日
本
近
代
象
徴
主
義
詩
の
終
焉
」
で
、
日
本
の
象
徴
主
義
を
「Cubi-sym

bolism
e

」
と
「Ego-sym

bolism
e

」
に
分
類
す
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
象
徴
主
義
に

こ
の
よ
う
な
分
類
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
「
一
九
〇
〇
年
代
の
文
学
評
論
が
、
前
世
紀
末
の
頽
廃
主
義
的
芸
術
の
反
逆
児
た
る
未
来
派
を
先
頭
と
し
て
ポ
エ
ジ
イ
が
世
界
大
戦

後
に
及
ん
で
本
質
的
に
進
出
し
来
つ
た
過
程
を
捉
へ
て
、
初
め
て
抽
象
し
た
合
言
葉
」
だ
と
い
う
。
ま
た
、「
こ
の
言
葉
を
こ
の
言
葉
の
前
に
発
生
し
た
象
徴
主
義
の
上
に

冠
し
て
、
そ
の
批
判
を
試
み
よ
う
と
す
る
僕
の
意
図
は
、
明
確
に
象
徴
主
義
詩
の
精
神
を
、
近
代
の
純
粋
詩
の
段
階
に
あ
る
も
の
と
し
、
そ
れ
が
正
当
に
今
世
紀
に
ま
で
伝

統
し
て
い
る
本
質
に
就
て
述
べ
」
る
た
め
だ
と
す
る
。
つ
ま
り
、
象
徴
主
義
の
中
に
近
代
芸
術
と
し
て
の
純
粋
詩
の
精
神
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
、
未
来
派
を
代
表
と
す
る

近
代
詩
の
基
準
で
分
類
し
た
と
い
う
の
だ
。
つ
ま
り
、「Cubi
」「Ego

」
は
未
来
派
の
用
語
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
ら
は
同
時
期
に
、
ロ
シ
ア
未
来
派
の
用
語
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
昇
曙
夢
『
露
国
現
代
の
思
潮
及
文
学
』（
新
潮
社
、
一
九
一
五
・
二
）、
昇
曙
夢
『
新
ロ
シ
ヤ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　

新
ロ
シ
ヤ
文
学
の
曙
光
期
』（
新
潮
社
、

一
九
二
四
・
一
〇
）
が
そ
の
代
表
で
あ
る
（
19
）。

『
新
ロ
シ
ヤ
文
学
の
曙
光
期
』
中
の
「
ロ
シ
ヤ
詩
壇
の
昨
日
と
今
日
と
明
日
」「（
三
）
未
来
派
と
イ
マ
ジ
ニ
ス
ト
（
今
日
の
芸
術
）」
は
、「
一
九
一
七
年
に
は
、
未
来
派

と
名
の
つ
く
幾
個
か
の
団
体
が
現
れ
た
。
勿
論
茲
に
は
『
心
理
的
未
来
派
』
と
か
『
フ
シ
ュ
ド
ゥ
リ
』
と
云
ふ
よ
う
な
死
児
同
様
の
運
命
に
終
つ
た
未
来
派
の
こ
と
を
言
ふ

の
で
は
な
い
。
或
期
間
批
評
界
の
論
題
に
な
つ
た
団
体
に
就
て
言
ふ
の
で
あ
る
。」
と
し
て
、「
自エ

ゴ
・
フ
ユ
ー
チ
ユ
リ
ズ
ム

我
未
来
派
」
と
「
立ク
ボ
・
フ
ユ
ー
チ
ユ
リ
ズ
ム

体
未
来
派
」
を
取
り
上
げ
る
。

「
自エ

ゴ
・
フ
ユ
ー
チ
ユ
リ
ズ
ム

我
未
来
派
」
は
、
イ
ー
ゴ
リ
・
セ
ウ
ェ
リ
ャ
ー
ニ
ン
を
中
心
と
す
る
団
体
だ
が
、「
彼
の
生
命
も
長
く
な
か
つ
た
」
と
い
う
。「
短
時
期
の
間
に
書
く
べ
き
も
の
を
書

き
つ
く
し
て
了
つ
て
、
平
凡
な
そ
の
手
法
を
何
度
も
繰
返
し
」、「
生
活
と
没
交
渉
な
耽
美
主
義
の
謳
歌
も
の
と
な
り
果
て
ゝ
し
ま
つ
た
」
と
す
る
。「
斯
く
て
彼
が
折
角
自

分
の
未
来
主
義
に
附
し
た
冠
語
エ
ゴ
（
自
我
）
に
よ
つ
て
シ
ツ
ペ
返
し
さ
れ
た
形
で
あ
る
。」
つ
ま
り
「
極
端
な
個
人
主
義
に
趨
」
り
破
綻
し
た
の
だ
。

「
立ク
ボ
・
フ
ユ
ー
チ
ユ
リ
ズ
ム

体
未
来
派
」
は
、「
何
よ
り
も
手
法
上
の
問
題
を
目
指
し
て
ゐ
る
」
と
こ
ろ
が
「
堅
実
」
で
、「
時
代
の
要
求
に
答
へ
て
ゐ
る
」
と
す
る
。
そ
の
主
義
の
特
徴
は
、「
日
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常
の
用
語
に
も
、
実
験
的
及
び
学
術
的
文
章
に
も
、
未
だ
曾
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
し
か
も
言
葉
の
中
に
潜
ん
で
ゐ
る
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
引
き
出
す
に
あ
る
。」
手

法
を
意
識
的
に
考
察
し
、
言
語
表
現
を
実
験
的
に
用
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。「
最
も
正
確
で
最
も
精
緻
な
、
そ
し
て
最
も
形
象
的
な
表
現
を
必
要
と
す
る
詩
人
は
、
そ
の

様
な
言
葉
を
自
か
ら
想
像
す
る
権
利
を
有
す
る
。
そ
し
て
そ
の
言
葉
は
言
葉
と
し
て
の
気
分
と
そ
の
形
態
学
と
に
適
合
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
詩
人
の
言

葉
は
、
気
分
と
い
う
感
覚
的
な
面
と
、
形
態
学
と
い
う
意
識
的
な
面
を
共
に
備
え
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。

立
体
未
来
派
は
、
言
葉
の
意
識
的
実
験
と
い
う
点
で
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
思
想
、
ま
た
春
山
の
純
粋
詩
の
思
想
と
共
通
す
る
。
一
方
の
自
我
未
来
派
は
、
外
界
と
の
交
流
を

断
ち
、
自
己
の
精
神
世
界
に
耽
溺
し
て
衰
頽
し
た
。
春
山
が
「
日
本
近
代
象
徴
主
義
詩
の
終
焉
」
で
、
萩
原
朔
太
郎
の
「
頽
廃
的
芸
術
観
」
を
批
判
し
、「
明
智
の
平
明
と

晴
朗
を
尊
ぶ
純
粋
詩
」
を
揚
言
す
る
の
は
、
自
我
未
来
派
の
耽
美
主
義
的
限
界
を
ふ
ま
え
る
か
ら
だ
ろ
う
。
先
に
引
用
し
た
、Cubi-sym

bolism
e

は
「
ポ
エ
ジ
イ
の
純
粋

故
に
完
全
す
る
」
が
、Ego-sym

bolism
e

は
「
ポ
エ
ジ
イ
の
不
純
の
故
に
破
産
す
る
」
と
い
う
春
山
の
図
式
も
、
ロ
シ
ア
未
来
派
の
対
比
を
ふ
ま
え
て
い
る
。「
か
く
て
近

代
詩
は
転
回
す
る
。Ego

↓cubi
へ
の
不
断
の
流
動
を
示
し
な
が
ら
。」
春
山
は
「Cubi

」
へ
の
展
開
を
、
今
日
の
ポ
エ
ジ
イ
の
必
然
と
す
る
の
だ
。

春
山
の
純
粋
詩
は
、
直
接
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
主
義
や
純
粋
詩
の
思
潮
を
受
容
し
た
も
の
だ
が
、
同
時
に
新
興
芸
術
の
理
念
に
よ
っ
て
、
新
し
い
詩
精
神
と
し
て
意
味

づ
け
し
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
よ
り
、対
象
を
写
実
的
に
描
写
す
る
「
模
倣
芸
術
」
に
対
し
、抽
象
芸
術
を
「
純
粋
芸
術
」
と
呼
ぶ
場
合
が
あ
っ
た
（
20
）。
森
口
多
里
『
近

代
美
術
十
二
講
』（
東
京
堂
書
店
、
一
九
二
二
・
九
）
は
、「「
抽
象
的
」
と
い
ふ
こ
と
は
、「
非
写
実
的
」
又
は
「
非
文
学
的
」
と
い
ふ
こ
と
と
殆
ど
同
意
義
で
あ
る
。
視
覚

で
認
識
し
た
ま
ゝ
の
物
の
表
面
を
そ
の
ま
ゝ
写
す
と
い
ふ
境
地
か
ら
脱
却
し
て
、
視
覚
と
心
の
協
力
作
用
に
よ
つ
て
、
自
然
界
に
秩
序
、
律
動
、
諧
調

―
ひ
つ
く
る
め
て

内
面
的
諧
調
と
呼
ん
で
も
よ
い
―
を
見
出
す
と
い
ふ
境
地
に
あ
つ
て
は
、
画
面
を
構
成
す
る
形
線
は
形
線
と
し
て
の
独
立
し
た
存
在
を
持
つ
の
で
あ
つ
て
、
自
然
の
或
る
個

体
の
写
し
で
も
な
け
れ
ば
、詩
趣
を
伝
へ
る
手
段
で
も
な
い
」
と
し
て
、「
抽
象
（
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
）
と
い
ふ
こ
と
は
現
代
の
新
芸
術
の
重
要
な
特
質
の
一
つ
で
あ
る
」
と

い
う
。
そ
し
て
、「
自
然
の Concrete 

の
形
相
を
抽
象
的
に
還
元
し
て
表
現
す
る
」
抽
象
的
表
現
に
、
立
体
派
が
あ
る
と
す
る
（
21
）。
表
現
媒
体
で
あ
る
形
線
が
「
独
立
し

た
存
在
」
意
義
を
持
つ
と
い
う
点
で
、
言
葉
を
道
具
化
す
る
と
い
う
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
純
粋
詩
と
は
異
な
る
面
も
あ
る
。
た
だ
し
、
夾
雑
物
を
取
り
除
き
、
目
の
前
の
自
然
の

中
に
、
新
た
な
認
識
を
発
見
す
る
と
い
う
点
で
は
、
抽
象
芸
術
の
純
粋
性
は
純
粋
詩
に
通
じ
る
面
が
あ
る
と
見
な
し
得
る
。

7

「
日
本
近
代
象
徴
主
義
詩
の
終
焉
」
で
は
、「Ego

」
と
「Cubi

」
の
対
立
を
、
主
観
と
客
観
の
対
立
、
ま
た
、
内
容
と
様
式
の
対
立
と
言
い
換
え
て
い
る
。
た
だ
し
同
時

期
の
美
術
評
論
は
、
立
体
派
や
未
来
派
な
ど
の
新
興
芸
術
の
立
場
を
、
主
観
化
と
い
う
語
で
要
約
し
て
い
る
。「
輓
今
の
美
術
は
、
非
常
に
主
観
的
な
芸
術
と
な
つ
て
、
印
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象
派
、
写
実
派
の
非
常
に
客
観
的
な
芸
術
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
る
。」「
歩
一
歩
と
『
客
観
物
』、
即
ち
写
実
的
要
素
が
除
去
せ
ら
れ
て
、
遂
に
は
何
ら
物
体
の
痕
跡
を
止
め

な
い
や
う
に
な
り
、
此
の
除
去
と
共
に
精
神
的
内
容
が
明
ら
か
に
な
つ
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
の
段
階
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
／
写リ
ア
リ
ズ
ム

実
主
義
↓
抽
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
シ
ヨ
ン
象
／
抽
↓
（
マ
マ
）象　

実リ
ア
リ
テ
ィ
在
。」（
久
米
正
雄
訳
ア
ー
サ
ー
・
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
エ
ツ
デ
イ
『
立
体
派
と
後
期
印
象
派
』
向
陵
社
、
一
九
一
六
・
九
）
写
実
的
な
表
現
は
、
誰
も
が
理
解
で
き
る
と
い
う

点
で
客
観
的
と
言
え
る
。
一
方
、
抽
象
性
の
高
い
表
現
は
、
芸
術
家
が
感
得
し
た
実
在
性
を
表
現
し
た
も
の
で
、
誰
も
が
理
解
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
主

観
的
と
言
う
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
春
山
が
「Cubi

」
を
客
観
と
す
る
の
は
、
抽
象
芸
術
と
は
別
の
観
点
で
主
観
と
い
う
語
の
意
味
を
捉
え
る
か
ら
だ
ろ
う
。
春
山
が
批
判
の
対
象
と
し
た

萩
原
朔
太
郎
は
主
観
と
い
う
語
を
、
情
調
を
肯
定
す
る
詩
の
本
質
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
。
萩
原
朔
太
郎
『
新
し
き
欲
情
』（
ア
ル
ス
、
一
九
二
二
・
四
）「
第
二
放
射
線
」

「
81
◎
主
観
と
客
観
」
は
（
22
）、「
客
観
的
と
は
冷
静
な
観
照
的
批
判
に
於
け
る
態
度
、
主
観
的
と
は
情
熱
に
よ
つ
て
高
調
さ
れ
た
浪
漫
的
の
態
度
で
あ
る
。」
と
す
る
。
客
観

が
冷
静
な
態
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
主
観
は
情
熱
的
な
態
度
だ
と
い
う
の
だ
。
さ
ら
に
、「
科
学
は
事
物
を
部
分
に
分
析
し
、
芸
術
派
は
之
れ
を
全
局
的
に
綜
合
す
る
。
前

者
は
実
体
の
属
性
を
抽
象
し
、
後
者
は
実
体
そ
れ
自
身
を
直
感
と
し
て
会
得
す
る
。」
客
観
的
な
態
度
の
科
学
は
対
象
を
部
分
に
分
割
し
抽
象
化
す
る
が
、
主
観
的
な
芸
術

は
、
対
象
を
総
合
的
に
捉
え
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
科
学
の
抽
象
的
態
度
を
排
す
る
こ
と
を
、
芸
術
の
「
純
粋
」
と
位
置
づ
け
る
。「
最
も
単
純
自
明
な
直
感
、
そ
れ
自
ら

が
人
格
の
呼
吸
で
あ
り
感
情
で
あ
る
と
こ
ろ
の
慾
情
だ
け
を
表
現
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
て
そ
の
最
も
純
粋
な
も
の
は
「
趣
味
」
で
あ
る
。」
春
山
の
主
知
と
は
逆
向

き
に
、
芸
術
の
純
粋
性
を
感
情
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
知
性
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
や
感
情
を
損
な
う
も
の
だ
と
い
う
。

「
我
等
に
し
て
主
観
的
な
態
度
を
と
る
限
り
、
我
等
の
見
る
世
界
は
悉
く
情
熱
の
高
翔
せ
る
色
彩
を
帯
び
て
見
え
る
。
か
く
既
に
宇
宙
を
感
情
に
よ
つ
て
眺
め
る
な
ら
ば
、

も
は
や
そ
こ
に
冷
静
な
る
観
賞
の
態
度
は
な
い
で
あ
ら
う
。」
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
萩
原
朔
太
郎
は
、
感
情
が
高
調
す
れ
ば
、
世
界
と
詩
人
が
断
絶
す
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
る
。
む
し
ろ
、
抽
象
的
な
知
性
が
、
世
界
と
詩
人
の
一
体
感
を
阻
害
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
方
の
春
山
は
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
を
ふ
ま
え
、
世
界
に
は
不
可
知
の
部
分
が

あ
り
、
こ
れ
を
意
識
的
方
法
に
よ
り
認
識
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
純
粋
詩
の
精
神
だ
と
し
て
い
た
。
詩
人
は
意
識
的
な
方
法
を
採
ら
な
け
れ
ば
、
習
慣
的
な
思
考
に
囚
わ
れ
、

本
来
あ
る
世
界
の
現
実
性
に
到
達
で
き
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
萩
原
朔
太
郎
の
、
感
情
に
対
す
る
無
条
件
の
信
頼
は
、
感
情
に
耽
溺
し
表
現
の
限
界
に
突
き
当
た
っ
た
「
自エ

ゴ
・
フ
ユ
ー
チ
ユ
リ
ズ
ム

我
未
来
派
」
そ
の
も
の
と
、
春
山
の
目
に
映
る

だ
ろ
う
。
象
徴
主
義
で
は
、「
マ
ラ
ル
メ
一
派
」
が
「
情
調
と
呼
ぶ
肉
体
の
壁
、
官
能
の
目
に
採
り
入
れ
」、「
近
代
の
純
粋
詩
に
、
一
つ
の
生
活
の
朦
朧
な
、
精
神
の
晦
渋

な
詩
を
附
加
し
た
に
す
ぎ
な
い
」
経
緯
を
た
ど
っ
た
と
し
て
い
た
（「
日
本
近
代
象
徴
主
義
詩
の
終
焉
」）。「
立ク

ボ
・
フ
ユ
ー
チ
ユ
リ
ズ
ム

体
未
来
派
」
の
よ
う
に
、
自
己
の
心
を
客
体
化
し
、
認
識
を

変
え
得
る
機
会
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
考
に
基
づ
き
春
山
は
、
萩
原
朔
太
郎
の
「
感
情
」
と
し
て
の
「
主
観
」
を
、Ego

的
限
界
を
持
つ
態
度
と
位
置
づ
け
、

そ
の
限
界
の
向
こ
う
側
に
、「
今
日
の
ポ
エ
ジ
イ
」
で
あ
るCubi

的
可
能
性
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
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で
は
、
主
観
的
と
さ
れ
た
抽
象
を
、
客
観
と
捉
え
返
す
示
唆
は
ど
こ
で
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
森
口
多
里
『
近
代
美
術
十
二
講
』（
前
掲
）
は
「
コ
ム
ポ
ジ
シ
ヨ

ナ
リ
ズ
ム
」
の
項
で
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
を
、「
勿
論
現
代
は
純
粋
に
精
神
的
な
る
芸
術
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
代
で
、
換
言
す
れ
ば
、
芸
術
が
芸
術
自
身
の
た
め
に

存
在
す
る
時
代
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
立
場
だ
と
す
る
。「
芸
術
が
芸
術
自
身
の
た
め
に
存
在
す
る
」
こ
と
は
、
芸
術
の
純
粋
性
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し

て
、「
精
神
的
表
現
の
芸
術
に
到
達
」
す
る
に
は
、
知
性
的
な
方
法
が
必
要
だ
と
い
う
。「
知
性
に
よ
つ
て
創
作
の
目
的
を
意
識
し
な
が
ら
内
的
感
情
を
徐
ろ
に
表
現
し
て
初

め
て
コ
ム
ポ
ジ
シ
ヨ
ン
が
出
来
あ
が
る
」。
つ
ま
り
、
表
現
す
る
内
容
は
主
観
的
で
も
、
構
成
（
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
）
と
し
て
の
表
現
は
、
知
性
に
基
づ
く
客
観
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
こ
に
、「Ego

↓Cubi

」
の
流
れ
を
「
内
容
主
義
↓
様
式
主
義
」
と
言
い
換
え
る
根
拠
が
あ
る
（
23
）。

最
後
に
春
山
の
純
粋
詩
に
つ
い
て
、
も
う
一
点
付
け
加
え
て
お
こ
う
。
萩
原
朔
太
郎
の
情
調
を
重
ん
じ
る
姿
勢
を
批
判
す
る
春
山
だ
が
、
抽
象
芸
術
で
言
う
主
観
的
要
素

「
精
神
的
表
現
」
を
純
粋
詩
か
ら
排
除
す
る
わ
け
で
は
な
い
。「
立ク

ボ
・
フ
ユ
ー
チ
ユ
リ
ズ
ム

体
未
来
派
」
に
お
い
て
、気
分
と
知
性
が
共
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、主
知
と
相
補
的
な
「
感
性
」

と
い
う
概
念
を
春
山
は
提
示
す
る
。「
詩
人
は
そ
の
至
醇
な
芸
術
の
創
作
に
あ
た
つ
て
、つ
ね
に
純
粋
明
晰
な
智
性
（Intelligence

）
と
、鋭
敏
繊
細
な
感
性
（Sensibilité

）

と
を
必
要
と
す
る
」（「
三
富
朽
葉
小
論
」
第
二
冊
）。
詩
人
は
、「
多
く
の
苦
悩
を
経
験
」
し
な
が
ら
、
感
性
と
知
性
を
「
平
衡
す
べ
き
」
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
詩
人
が
三

富
朽
葉
で
、「
高
貴
な
（
智
性
）
の
示
す
角
度
と
、
彼
の
い
ふ
意
味
に
於
て
の
（
人
の
感
動
が
人
を
常
に
浄
化
せ
し
め
ん
と
す
る
（
感
性
）
の
ニ
ユ
ア
ン
ス
）
と
」
を
「
奇

蹟
的
に
、
純
粋
に
、
保
つ
た
」
と
す
る
。「
正
し
い
（
感
性
）
と
は
、
正
し
い
受
容
の
階
梯
に
於
て
は
常
に
高
い
見
地
に
立
つ
て
思
想
或
ひ
は
理
性
を
理
解
す
べ
き
も
の
た

る
こ
と
を
教
へ
る
。
と
同
時
に
詩
人
の
（
感
性
）
は
理
性
の
及
ぼ
す
理
解
の
範
囲
に
の
み
に
停
滞
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
告
げ
る
。」
感
性
は
、
知
性
と
相
補
的
関
係
に
あ

る
と
同
時
に
、
知
性
の
働
き
を
超
え
て
詩
人
を
導
く
と
い
う
の
だ
。

「
主
知
主
義
」
の
名
で
括
ら
れ
る
『
詩
と
詩
論
』
で
、「
感
性
」
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
し
て
お
い
て
良
い
。「
三
富
朽
葉
小
論
」
は
、
吉
田
一
穂
「
天
馬
の
翼
に
就

て
」（
第
五
冊
）
の
註
記
に
引
用
さ
れ
る
。
ま
た
春
山
自
身
は
問
題
意
識
を
持
ち
続
け
、後
に
「
感
性
論
覚
書
」（
第
十
二
冊
、一
九
三
一
・
六
）
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
、ヴ
ェ

ル
レ
ー
ヌ
を
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
で
あ
り
、
デ
カ
ダ
ン
の
鼻
祖
で
あ
り
、
の
ん
だ
く
れ
で
あ
り
、
前
科
二
犯
の
叙リ

リ

ツ

ク

情
詩
人
、
大グ
ラ
ンリ
リ
ツ
ク
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
る
、
三
好
達
治

「
ポ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
に
就
て
」
が
、
第
一
冊
よ
り
連
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、「
感
性
論
」
の
系
列
に
加
え
て
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
春
山
の
言
う
純
粋
詩
と
い
う
語
は
、
あ
る
一
定
の
概
念
を
定
義
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
一
人
に
、
そ
の
起
源
を
辿
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。
同
時
代
の
「
純
粋
」
と
い
う
語
に
結
び
つ
く
種
々
の
文
脈
を
包
含
し
、
か
つ
、
そ
れ
ら
種
々
の
言
説
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
初
め
て
中
味
が
見

え
て
く
る
よ
う
な
用
語
で
あ
る
。
ヴ
ァ
レ
リ
ー
は
、「
純
粋
詩
は
元
来
、
観
察
か
ら
演
繹
さ
れ
た
仮
構
で
あ
る
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
ポ
エ
ム
の
一
般
観
念
を
明
確
な
ら
し
む

る
に
役
立
ち
、
又
、
人
々
の
上
に
そ
れ
が
生
じ
る
諸
々
の
効
果
を
も
つ
言
語
の
多
種
多
様
な
関
係
の
、
非
常
に
困
難
な
、
且
つ
重
要
極
ま
る
研
究
の
中
に
わ
れ
わ
れ
を
導
く

に
違
い
な
い
。」
と
し
た
（「
純
粋
詩
論
」）（
24
）。
純
粋
詩
は
実
体
で
は
な
く
、
む
し
ろ
今
後
の
考
察
を
導
き
出
す
仮
の
概
念
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
種
々
の
言
説
と
結
び
つ
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き
な
が
ら
思
考
を
展
開
さ
せ
て
い
く
、
春
山
の
「
純
粋
詩
」
は
、
む
し
ろ
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
姿
勢
と
共
鳴
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

註（
1
）
狭
義
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
、
一
九
世
紀
の
芸
術
や
美
意
識
を
批
判
し
て
登
場
し
た
、
二
〇
世
紀
初
め
の
芸
術
運
動
を
指
す
用
語
で
あ
る
。
使
用
す
る
者
に
よ
っ
て
、
対
象
と
す
る
時
期
や
範
囲

は
異
な
る
。（
マ
ル
カ
ム
・
ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ッ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
名
称
と
本
質
」『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
Ⅰ
』
ペ
リ
カ
ン
ブ
ッ
ク
、
一
九
八
六
↓
橋
本
雄
一
訳
、

鳳
書
房
、
一
九
九
〇
・
五
）
広
義
に
は
、
思
想
、
建
築
、
社
会
風
俗
が
対
象
と
さ
れ
、
二
〇
世
紀
の
社
会
的
文
脈
総
体
の
変
容
を
表
す
概
念
で
あ
る
。

（
2
）『
現
代
詩
鑑
賞
講
座
9　

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
旗
手
た
ち
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
九
・
五
）
収
録
、
川
口
敏
夫
「
春
山
行
夫
の
詩
」
は
、「
日
本
の
現
代
詩
を
考
え
る
場
合
、
ど
の
方
向
か
ら
た

ど
っ
て
い
っ
て
も
必
ず
、
そ
の
先
の
い
ち
ば
ん
大
事
な
と
こ
ろ
で
つ
き
あ
た
る
の
が
こ
の
春
山
行
夫
で
あ
る
」
と
す
る
。

（
3
）『
詩
と
詩
論
』
第
一
冊
に
記
さ
れ
た
同
人
は
、
安
西
冬
衛
、
飯
島
正
、
上
田
敏
雄
、
神
原
泰
、
北
川
冬
彦
、
近
藤
東
、
瀧
口
武
士
、
竹
中
郁
、
外
山
卯
三
郎
、
春
山
行
夫
、
三
好
達
治
の
一
一

名
で
あ
る
。

（
4
）『
詩
と
詩
論
』
創
刊
前
後
の
春
山
行
夫
が
、
モ
ダ
ニ
ス
ト
を
自
称
し
た
わ
け
で
は
な
い
。「
あ
た
ら
し
い
詩
」（「
椎
の
木
座
談
会
」『
椎
の
木
』
一
九
二
六
・
四
）、「
新
精
神
」（「
日
本
近
代
象

徴
主
義
詩
の
終
焉
」『
詩
と
詩
論
』
第
一
冊
、
一
九
二
八
・
九
）
な
ど
の
語
で
自
己
の
立
場
を
表
し
た
。
む
し
ろ
、
崩
壊
し
た
一
九
世
紀
末
的
時
代
精
神
を
「
近
代
（M

oderne

）」
と
呼
び
、

二
〇
世
紀
芸
術
を
「
新
精
神
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
（「
三
富
朽
葉
小
論
」『
詩
と
詩
論
』
第
二
冊
、
一
九
二
八
・
一
二
）。
一
方
、『
詩
と
詩
論
』
第
一
冊
掲
載
の
佐
藤
一
英
「
現
代
の
日
本

詩
壇
」
は
、
安
西
冬
衛
、
上
田
敏
雄
、
春
山
行
夫
ら
を
「
新
時
代
を
以
て
自
任
す
る
詩
人
」
と
し
て
、「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
詩
人
」
と
呼
称
す
る
。

（
5
）『
日
本
文
学
』
一
九
八
五
・
一
一
。
ま
た
、
春
山
の
詩
集
『
植
物
の
断
面
』
に
対
す
る
阪
本
越
郎
の
評
価
、「
貴
族
趣
味
で
す
。（
中
略
）
そ
れ
が
強
く
出
て
ゐ
る
の
で
す
。
さ
う
し
て
、
上
品

な
お
伽
噺
め
く
生
活
。」（「
ア
マ
ル
ガ
ム
」『
詩
と
詩
論
』
第
五
冊
、
一
九
二
九
・
九
）
を
取
り
上
げ
、「
春
山
行
夫
と
い
う
詩
人
の
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
の
精
神
の
限
界
を
よ
く
指
摘
し
て
い

る
」
と
す
る
。

（
6
）
小
島
輝
正
『
春
山
行
夫
ノ
ー
ト
』（
蜘
蛛
出
版
社
、
一
九
八
〇
・
一
一
）
は
、
春
山
の
評
論
を
詳
細
に
読
解
す
る
一
方
で
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
と
共
通
す
る
図
式
主
義
」
を
指
摘
し
、

「
迂
路
の
多
い
論
証
」
や
「
牽
強
付
会
」
を
指
摘
す
る
。

（
7
）
萩
原
朔
太
郎
「
春
山
行
夫
君
に
応
ふ
」（
前
掲
）
は
、「
風
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
春
山
君
の
詩
論
は
田
舎
の
中
学
生
や
文
学
青
年
の
間
に
大
も
て
で
あ
り
、
地
方
で
は
す
ば
ら
し
い
大

思
想
家
で
で
も
あ
る
や
う
に
、
春
山
君
を
畏
敬
し
て
ゐ
る
人
が
あ
る
さ
う
で
あ
る
。」
と
皮
肉
っ
て
い
る
。

（
8
）「
ポ
エ
ジ
イ
」
は
通
例
「
詩
精
神
」
と
訳
す
が
、
春
山
は
、「
ポ
エ
ジ
イ
」
の
意
味
が
日
本
で
適
切
に
訳
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
発
音
表
記
の
ま
ま
で
記
す
と
述
べ
て
い
る

（「
詩
人
の
著
席　

萩
原
朔
太
郎
氏
の
「
詩
論
」
の
再
批
判
」『
オ
ル
フ
ェ
オ
ン
』
七
号
一
九
二
九
・
九
）。

（
9
）
春
山
は
、自
己
の
論
を
発
展
す
る
も
の
と
捉
え
、そ
の
記
録
と
し
て
通
覧
で
き
る
よ
う
に
自
著
を
編
集
し
た
。
第
一
評
論
集
『
楡
の
パ
イ
プ
を
口
に
し
て
』（
厚
生
閣
書
店
、一
九
二
九
・
四
）

に
収
録
し
た
各
文
章
の
「
具
体
的
な
記
録
」（「
椎
の
木
座
談
会
」
附
記
）
の
意
義
を
、
同
書
の
註
記
で
説
明
す
る
。
構
成
も
、「
エ
ド
ガ
ア
・
ア
ラ
ン
・
ポ
オ
の
詩
論
」
か
ら
始
ま
り
、
続

く
「
日
本
近
代
象
徴
主
義
詩
の
終
焉
」
の
「
近
代
の
純
粋
詩
の
伝
統
が
、
エ
ド
ガ
ア
・
ポ
オ
を
始
祖
と
す
る
と
い
ふ
よ
り
」
と
い
う
冒
頭
の
一
節
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
配
慮
し
て
い
る
。

（
10
）
つ
ま
り
、
印
刷
前
の
編
集
段
階
で
佐
藤
一
英
の
原
稿
を
見
て
、「
ポ
エ
ジ
イ
と
は
何
で
あ
る
か
」
を
書
き
始
め
た
と
い
う
こ
と
だ
。
第
三
冊
掲
載
の
春
山
行
夫
「
無
詩
学
時
代
の
批
評
的
決

算　

―
高
速
度
詩
論
そ
の
二
―
」
の
「
無
詩
学
時
代
」
と
い
う
語
は
、
第
一
冊
「
後
記
」「
旧
詩
壇
の
無
詩
学
的
独
裁
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
だ
が
、
第
一
冊
掲
載
の
佐
藤
一
英
「
現
代
の
日

本
詩
壇　

―
昨
日
の
詩
人
と
今
日
の
詩
人
―
」
中
の
言
葉
で
も
あ
る
。
た
だ
し
、
佐
藤
の
言
う
「
詩
学
」
は
、「
日
本
語
詩
の
音
律
的
効
果
」
を
考
察
す
る
も
の
で
、
韻
律
を
排
し
た
散
文



春山行夫と純粋詩 79

詩
を
推
進
す
る
春
山
と
は
、
用
語
の
意
味
が
異
な
る
（
和
田
博
文
「「
詩
と
詩
論
」
レ
ス
プ
リ
・
ヌ
ー
ボ
ー
の
領
土
」
日
本
現
代
詩
研
究
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編
『
日
本
の
詩
雑
誌
』

一
九
九
五
・
五
）。

（
11
）
萩
原
朔
太
郎
に
対
す
る
批
判
は
、
堀
口
大
學
編
輯
第
一
書
房
発
行
『
オ
ル
フ
ェ
オ
ン
』（
一
九
二
九
・
三
創
刊
）
誌
上
で
も
行
わ
れ
た
。
本
論
冒
頭
に
引
用
し
た
、
同
誌
六
号
掲
載
の
萩
原
朔

太
郎
「
春
山
行
夫
君
に
応
ふ
」
は
、
春
山
の
批
判
に
返
答
し
た
も
の
だ
。

（
12
）
詩
人
協
会
は
、「
詩
話
会
解
散
後
に
於
て
詩
壇
の
総
合
同
気
運
熟
し
、
昭
和
二
年
十
一
月
末
に
島
崎
藤
村
、
河
井
醉
茗
、
野
口
米
二
郎
、
三
木
露
風
、
高
村
光
太
郎
、
北
原
白
秋
の
六
名
に

よ
り
協
会
創
立
の
運
動
具
体
化
し
」
た
経
緯
か
ら
出
発
し
た
（「
詩
人
協
会
の
成
立
経
過
報
告
」
詩
人
協
会
編
『
詩
人
年
鑑
１
９
２
８
』
ア
ル
ス
、
一
九
二
八
・
六
）。

（
13
）
春
山
は
後
に
「
批
判
的
方
法
か
発
生
的
方
法
か
」（『
詩
と
詩
論
』
第
七
冊
、
一
九
三
〇
・
三
）
で
、「
詩
を
で
き
る
も
の

0

0

0

0

0

（
作
品
）
と
し
て
主
ん
ず
べ
き
で
、
つ
く
る
も
の

0

0

0

0

0

（
方
法
）
と
し
て

考
ふ
べ
き
で
な
い
と
思
惟
す
る
」
も
の
を
「
発
生
的
方
法
論
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
創
造
的
な
価
値
と
は
詩
の
行
為
者
が
方
法
論
に
よ
つ
て
自
覚
す
る
批
判
的
行
為
に
外
な
ら
な

い
」
と
す
る
の
が
自
分
の
立
場
で
、「
ポ
エ
ジ
イ
の
行
為
、
あ
る
ひ
は
批
判
的
方
法
論
と
呼
び
た
い
」
と
い
う
。

（
14
）
春
山
は
「
純
粋
詩
と
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ム
」（『
世
界
新
興
芸
術
派
叢
書　

現
代
詩
講
座　

第
三
巻
』
金
星
堂
、
一
九
二
九
・
一
二
）
で
、
批
評
は
「
何
が
ゆ
え
に
か
く
あ
り
、
更
に
い
か
に
し

て
成
立
し
た
か
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
僕
等
の
出
発
の
新
し
い

―
真
に
新
し
い
名
に
価
す
る
方
法
を
規
定
、
進
化
せ
し
め
る
」
と
い
う
。
ま
た
、「
今
日
の
ポ
エ
ジ
イ
と
は
、
そ

れ
に
よ
つ
て
人
間
の
創
造
力
を
認
識
す
る
一
つ
の
知
的
な
活
動
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
批
評
が
起
き
る
の
は
当
然
な
こ
と
だ
」
と
す
る
。

（
15
）
和
田
博
文
「「
詩
と
詩
論
」
レ
ス
プ
リ
・
ヌ
ー
ボ
ー
の
領
土
」（
前
掲
）
は
、「
旧
詩
人
」
と
対
立
し
「
新
た
な
読
者
を
創
造
し
よ
う
と
し
た
」
春
山
の
編
集
者
と
し
て
の
戦
略
を
伝
え
る
。
ま

た
、
佐
藤
健
一
「
厚
生
閣
書
店
と
春
山
行
夫
の
戦
略
」（
澤
正
宏
、
和
田
博
文
編
『
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
奔
流
』
翰
林
書
房
、
一
九
九
六
・
三
）
は
、
春
山
が
「
詩
」（
表
現
）
と
「
詩
論
」

（
主
張
）
は
「
芸
術
作
品
」
と
し
て
一
元
化
す
る
と
い
う
詩
観
を
、
編
集
者
と
い
う
立
場
で
言
説
を
組
織
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
側
に
立
っ
た
う
え
で
、
戦
略
的
に
既
成
詩
壇
に
提
示
し
よ
う
と

し
た
と
す
る
。

（
16
）
一
九
三
〇
年
、
北
川
冬
彦
は
『
詩
と
詩
論
』
を
脱
退
し
『
詩
・
現
実
』（
武
蔵
野
書
院
）
を
創
刊
す
る
。
春
山
行
夫
は
、『
詩
・
現
実
』
第
一
冊
（
一
九
三
〇
・
六
）
掲
載
の
神
原
泰
「
超
現

実
主
義
の
没
落
」
に
対
し
、「
反
動
的
超
現
実
主
義
者
の
没
落
批
判
―
神
原
泰
氏
は
何
故
に
没
落
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
―
」（『
詩
と
詩
論
』
第
九
冊
、
一
九
三
〇
・
九
）、
後
に
は
北
川
冬
彦
批

判
と
し
て
「
新
散
文
詩
運
動
の
清
算　

―
並
に
「
新
現
実
派
の
批
判
」「
形
式
主
義
の
決
定
」
―
」（『
詩
と
詩
論
』
第
十
冊
、
一
九
三
一
・
一
）
を
発
表
し
た
。

（
17
）
春
山
は
「
純
粋
詩
と
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ム
」（
前
掲
）
で
、
ア
ン
リ
・
ブ
レ
モ
ン
を
「
韻
文
に
於
け
る
純
粋
詩
論
」
と
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
リ
ー
ド
に
そ
の
批
判
的
紹
介
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

共
に
『
詩
と
詩
論
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、「
非
常
に
行
き
届
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
編
集
者
と
し
て
の
手
腕
を
自
賛
し
て
い
る
。

（
18
）「
レ
ア
リ
テ
」
は
、
現
実
性
の
意
味
だ
が
、「
ポ
エ
ジ
イ
」
と
同
様
に
、
通
用
す
る
意
味
と
区
別
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
発
音
の
ま
ま
表
記
す
る
の
だ
ろ
う
。
註
（
8
）
参
照
。
引
用

し
た
段
落
の
始
め
に
「
ヴ
ァ
レ
リ
イ
は
文
字
と
は
最
早
道
具
に
す
ぎ
な
い
と
い
ふ
。」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、「
文
学
と
い
ふ
道
具
」
は
「
文
字
と
い
ふ
道
具
」
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
。

（
19
）『
新
ロ
シ
ヤ
文
学
の
曙
光
期
』
は
、
春
山
が
「
純
粋
詩
と
フ
オ
ル
マ
リ
ス
ム
」（
前
掲
）
で
参
考
文
献
と
し
て
示
し
て
い
る
。
春
山
の
「
今
日
の
ポ
エ
ジ
イ
」
と
い
う
用
語
も
、「
未
来
派
と

イ
マ
ジ
ニ
ス
ト
（
今
日
の
芸
術
）」
と
い
う
題
名
を
参
照
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
同
書
で
、
昨
日
の
芸
術
は
「
象
徴
派
と
実
感
派
」、
明
日
の
芸
術
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
詩
人
と
農
民
詩
人
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
20
）
渡
辺
吉
治
「
模
倣
芸
術
と
対
象
性
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
三
・
二
・
一
〇
〜
一
四
）。
た
だ
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
芸
術
に
対
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
芸
術
を
「
純
粋
美
術
」
と
呼
ぶ
例
も
あ

る
（
昇
曙
夢
「
美
術
の
露
西
亜
に
新
し
い
産
業
派
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
五
・
一
・
三
一
、二
・
三
〜
四
）。

（
21
）
た
だ
し
、
森
口
は
同
書
で
「
純
粋
芸
術
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
な
い
。「
コ
ム
ポ
ジ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
項
で
は
、「
純
精
神
的
芸
術
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
22
）
同
書
「
概
説
」
に
、「
集
中
◎
印
を
附
し
た
も
の
は
純
粋
の
評
論
で
あ
つ
て
、（
中
略
）
そ
れ
は
別
著
「
詩
の
原
理
」
か
ら
取
つ
た
も
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
萩
原
朔
太
郎
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は
、
草
稿
と
し
て
「
詩
の
原
理
」
を
執
筆
し
て
お
り
、
後
の
著
作
『
詩
の
原
理
』（
第
一
書
房
、
一
九
二
八
・
一
二
）
に
つ
な
が
っ
た
。

（
23
）
同
時
期
に
、
立
体
派
の
意
図
的
な
構
成
を
論
じ
た
も
の
は
他
に
、
一
氏
義
良
『
立
体
派
未
来
派
表
現
派
』（
ア
ル
ス
、
一
九
二
四
・
五
）
が
あ
る
。「
絵
画
表
現
は
セ
ザ
ン
ヌ
等
に
よ
つ
て
彫

刻
化
さ
れ
、立
体
派
に
よ
つ
て
建
築
化
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
だ
。
す
べ
て
は
構
造
化
さ
れ
て
ゐ
る
」。
ま
た
、川
路
柳
虹「
未
来
派
及
び
立
体
派
と
そ
の
詩
歌
」（『
日
本
詩
人
』一
九
二
二
・
四
）

は
、「
象
徴
詩
は
勿
論
思
想
と
感
情
、
感
覚
と
情
緒
と
の
交
錯
融
合
に
実
在
の
神
秘
を
見
出
し
た
」
が
、「
そ
の
暗
示
の
効
果
は
必
ず
し
も
一
つ
の
情
緒
感
覚
が
一
つ
の
思
想
を
暗
示
さ
す
と

い
ふ
も
の
で
は
な
い
。」と
す
る
。「
こ
の
も
の
を
明
確
に
知
覚
さ
す
も
の
は
何
か
。
そ
れ
は
む
し
ろ
彫
塑
を
見
る
が
如
く
明
確
な
造
形
的
意
識
で
あ
ら
う
。
立
体
派
の
詩
が
象
徴
派
の
朦
朧

癖
を
脱
し
て
明
確
な
色
の
対
比
、
形
象
の
実
感
的
表
出
を
選
ぶ
に
至
つ
た
の
は
こ
の
為
め
で
あ
る
。」

（
24
）
秦
一
郎
訳
『
純
粋
詩
論
』（
椎
の
木
社
、
一
九
三
二
・
一
二
）。『
詩
と
詩
論
』
第
十
冊
掲
載
の
本
文
を
補
正
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

＊
注
記
が
な
け
れ
ば
、
引
用
は
原
本
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。

＊  

本
論
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
基
盤
Ｃ
課
題
番
号
１
５
Ｋ
０
２
２
７
８
「
言
説
闘
争
と
し
て
の
日
本
近
代
詩
史
を
再
編
す
る
昭
和
期
モ
ダ
ニ
ズ
ム
出
版
物
の
研
究
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。




